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昨
年
４
月
、
皆
様
の
ご
支
援
に
よ
り
県
議
会
に
送

っ
て
い
た
だ
い
て
か
ら
１
年
が
経
過
し
ま
し
た
。 

こ
の
間
、
台
風
19
号
災
害
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

対
策
に
全
力
で
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
し
た
が
、
い

ず
れ
も
対
策
は
ま
だ
ま
だ
途
上
に
あ
り
ま
す
。 

今
後
も
、
地
域
の
市
議
会
議
員
や
国
会
議
員
と
密

に
連
携
を
図
り
な
が
ら
、
高
瀬
地
区
の
諸
課
題
解
決
、

改
善
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。 

 

今
は
特
に
、
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
で
お
困
り

の
こ
と
と
思
い
ま
す
。
共
に
投
函
さ
せ
て
い
た
だ
い

た
①
県
政
だ
よ
り(

５
月
５
日
に
新
聞
折
込
み
実
施) 

②
「
自
由
民
主
」
も
ご
参
照
の
う
え
、
ど
う
か
お
気

軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。【
裏
面
末
に
番
号
記
載
】 

台
風
災
害
か
ら
の
復
旧
・
改
良
に
つ
い
て 

昨
年
の
台
風
19
号
災
害
で
は
、
高
瀬
地
区
に
お
い

て
も
土
砂
崩
れ
や
浸
水
被
害
が
発
生
し
ま
し
た
。 

10
月
12
日
夜
に
は
高
瀬
小
に
数
十
人
の
方
が
避
難

し
、
眠
れ
ぬ
一
夜
を
過
ご
し
ま
し
た
。 

高
瀬
地
区
は
千
曲
川
、
湯
川
が
流
れ
、
古
来
よ
り

水
害
に
悩
ま
さ
れ
て
き
た
地
域
で
す
。
私
は
、
次
に
挙

げ
る
考
え
で
、
両
河
川
の
整
備
に
努
め
ま
す
。 

●
湯
川 

ま
ず
は
浚
渫(

し
ゅ
ん
せ
つ
・河
川
に
た
ま
っ
た
土
砂

を
取
り
除
く
工
事)

を
最
優
先
で
進
め
、
そ
の
後
護
岸

整
備
や
支
障
木
伐
採
を
進
め
る
。 

ま
た
、
湯
川
ダ
ム(

御
代
田
町)

に
洪
水
調
整
機
能

を
持
た
せ
る
な
ど
、
改
良
に
取
組
み
ま
す
。 

●
千
曲
川 

遊
水
地
の
整
備(

桜
井
地
区
周
辺)

、
上
流
域
の
護
岸

整
備
、
浚
渫
、
国
に
よ
る
一
元
管
理(

現
在
は
、
県
と

国
の
管
理
区
間
が
混
在)

。
ま
た
マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ
場
、

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
場
の
早
期
復
旧
に
取
組
み
ま
す
。 

 
 

 

中
佐
都
バ
イ
パ
ス
は
来
年
３
月
に
開
通
見
込
み 

落
合
北
交
差
点
か
ら
中
佐
都
IC
に
向
か
う
約
1.1

km
の
区
間
は
、
全
て
の
地
権
者
に
ご
理
解
い
た
だ
き
、

東
側
の
鳴
瀬
交
差
点
、
西
側
の
落
合
北
交
差
点
両
方

向
か
ら
道
路
拡
幅
工
事
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。 

現
在
は
用
水
の
付
け
替
え
工
事
が
ほ
ぼ
完
了
し
、

来
年
３
月
の
開
通
、
供
用
開
始
を
目
指
し
、
路
盤
工

事
、
舗
装
工
事
が
こ
れ
か
ら
本
格
的
に
進
ん
で
い
き

ま
す
。 

本
バ
イ
パ
ス
が
開
通
す
る
こ
と
に
よ
り
、
浅
科 

望
月
方
面
か
ら
佐
久
平
駅
、
佐
久
市
役
所
方
面
へ
の

ア
ク
セ
ス
が
向
上
し
、
高
瀬
地
区
に
流
入
す
る
交
通

量
の
減
少
が
期
待
で
き
ま
す
。 

 

 
 

大
和
田
（
東
）
側
よ
り 

 

落
合
（
西
）
側
よ
り  

上 台風で崩落した越瀬橋 

来年度の復旧を目指しています 

右上・下 

甚大な被害を受けた 千曲川スポーツ

交流ひろばマレットゴルフ場 

 



 2 

JA
集
荷
場
～
横
和
交
差
点
間
の
歩
道
整
備 

●
三
河
田
の
子
ど
も
た
ち
の
安
全
の
た
め
に
！ 

 

地
元
関
係
者
の
ご
尽
力
に
よ
り
、
県
道
139
号
小
諸

中
込
線
の
三
河
田
交
差
点
～
JA
高
瀬
集
荷
場
ま
で

の
約
９
割
に
歩
道
が
整
備
さ
れ
ま
し
た
。 

 

今
後
は
地
権
者
の
ご
理
解
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、 

①
三
河
田
交
差
点
～
JA
高
瀬
集
荷
場
間
の
残
り
の

箇
所 

②
JA
高
瀬
集
荷
場
か
ら
横
和
交
差
点
に
向

け
て
の
区
間
（
進
行
中
）
が
本
年
度
中
に
整
備
さ
れ

る
予
定
で
す
。 

特
に
長
い
距
離
を
歩
い
て
高
瀬
小
に
通
う
子
ど

も
た
ち
や
お
年
寄
り
の
安
全
確
保
の
た
め
に
、
引
き

続
き
安
全
対
策
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。 

 

岸
野
高
瀬
バ
イ
パ
ス
の
整
備
に
つ
い
て 

●
岸
野
側
よ
り
整
備
が
進
み
ま
す 

先
に
合
意
形
成
が
な
さ
れ
た
岸
野
側
で
は
本
年
、

国
道
142
号
沓
沢
入
口
の
交
差
点
か
ら
佐
久
橋
に
向

か
う
300
ｍ
区
間
の
現
道
拡
幅
工
事
に
着
手
し
ま
す
。

沓
沢
入
口
交
差
点
か
ら
佐
久
橋
ま
で
の
バ
イ
パ
ス

約
960
ｍ
間
は
、
地
権
者
交
渉
な
ど
が
順
調
に
進
め
ば 

７
年
程
度
で
の
開
通
を
目
標
と
し
て
い
ま
す
。 

●
高
瀬
側
の
バ
イ
パ
ス
は
ど
う
な
る
の
か
？ 

 

県
は
「
岸
野
側
バ
イ
パ
ス
の
開
通
見
通
し
が
立
て

ば
、
高
瀬
側
の
ル
ー
ト
調
査
に
着
手
し
た
い
」
と
し

て
い
ま
す
。 

今
後
も
、
高
瀬
側
ル
ー
ト
の
早
期
検
討
開
始
を
目
指

す
と
と
も
に
、
佐
久
橋
前
後
の
安
全
対
策
な
ど
、
危

険
箇
所
の
解
消
に
引
き
続
き
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。 

 
白
山
団
地(

県
営)

の
見
通
し
に
つ
い
て 

市
営
住
宅
は
、
昨
年
度
に
て
駐
車
場
工
事
を
含
む

リ
フ
ォ
ー
ム
工
事
（
48
戸
）
を
終
え
ま
し
た
が
、
県

営
住
宅
（
70
戸
）
は
リ
フ
ォ
ー
ム
な
ど
、
今
後
の
整

備
方
針
が
打
ち
出
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。 

し
か
し
、
県
営
住
宅
が
建
築
さ
れ
て
か
ら
間
も
な

く
50
年
が
経
過
し
よ
う
と
す
る
中
、
こ
の
ま
ま
整
備

を
先
延
ば
し
す
る
わ
け
に
は
い
き
ま
せ
ん
。 

現
在
お
住
ま
い
の
方
も
、
家
賃
負
担
の
大
幅
な
上
昇

を
抑
え
つ
つ
住
み
続
け
て
い
た
だ
き
、
ま
た
、
子
育

て
世
代
を
新
た
に
呼
び
込
み
、
高
瀬
小
に
通
う
児
童

を
増
や
す
た
め
に
も
、
引
き
続
き
早
期
の
リ
フ
ォ
ー

ム
着
工
を
県
に
求
め
て
い
き
ま
す
。 

  

高
瀬
小
学
校
の
存
続
に
向
け
て 

本
年
４
月
の
高
瀬
小
学
校
の
入
学
児
童
数
は 

30
名
で
、
全
児
童
数
は
159
名
と
な
り
ま
し
た
。 

今
後
も
若
い
世
代
に
高
瀬
地
区
に
住
ん
で 

も
ら
う
た
め
の
対
策
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
！ 

学年 児童数
1 30
2 27
3 27
4 32
5 20
6 23

合計 159
高瀬小学校の児童数（R2.4.1時点） 

年度 人数 年度 人数
平成23 208 28 182

24 212 29 175
25 208 30 164
26 206 令和元 160
27 195 2 159

高瀬小学校 児童数の推移 
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JA高瀬集荷場から横和交差点に向けて 

歩道の整備が進んでいます 

リフォームが完了した市営住宅 

一方、県営住宅は手つかずのままです 


